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14。の角度を示し，アオミドロー 2 では左ねじ型で約 2 。に分布の中央があり 少数例の右ねじ型を含
んだ。一方，アオミドロの葉緑体も左ねじ型に，種-1 で400 種-2 で70。傾く形態をなす。このこ
とは，壁生長が主として示す左ねじ型は葉緑体形態のねじれの型と共通で、あるが，両者は傾斜の度合
で相違し，直接の相関に欠けることを示している。なおホシミドロの細胞壁生長は左ねじ型(約3.50 ) 
















単離したプロトプラストを PEG と高い pHの液で処理すると互に融合した。融合の後細胞壁を再生
し，伸長生長がみられた。種内，アオミドロの種間，およびアオミドロとホシミドロの属聞に融合が
起った。
論文の審査結果の要旨
本論文は 5 部からなる。
第 l 部は，糸状接合藻の無菌培養を得るために著者が自ら開発した方法の記述である。野外から採
集した藻体を活性炭と混ぜて振温し，続いてゼラチン溶液中で藻体を雑菌が吸着した活性炭から機械
的に分離する。この簡単な方法は糸状接合藻の純粋培養化に極めて効果的で，培養条件の恒常性を必
要とする以下の諸実験が，これによって可能となった。
第 2 部は細胞壁のラセン生長に関する実験結果の報告である。糸状接合藻の細胞は規則正しい円筒
形をなし細胞は長軸方向にのみ生長するが細胞側壁の生長ベクトルは細胞の長軸方向とは一致しな
い。生長ベクトルの方向は種によって一定し，生長の速さには関係しないことが各種の実験条件下に
おける測定から明らかにされた。
第 3 部はアオミドロにおける葉緑体の生長およびピレノイド形成に関する観察で，このために著者
は独自の方法を案出して，ラセン型葉緑体の展開図を細胞の各生長段階について求めた。アオミドロ
の葉緑体には特別な生長点はなく全体として均一に縦方向に伸びること，またピレイドは，二つの既
存のピレノイド間のほぼ中央に新生し分裂によって増殖するものでないことが示された。
第 4 部はアオミドロ細胞の局部照射下における葉緑体の行動を論じたものである。同一細胞内にあ
る葉緑体の生長は明部においても暗部においても同様に起ること，また葉緑体は明部に向かい正の屈
光性を示すことが指摘された。更に葉緑体の遠心力下における転位反応が明部と暗部，およびその境
界域で著しく異ることが明らかにされ，この事実は葉緑体の屈光反応機構と密接な因果関係をもつも
のと考えられる。
第 5 部はアオミドロおよびホシミドロから酵素的にプロトプラストを得た研究報告である。大岩君
は糸状接合藻からはじめてプロトプラストをつくり，これから再び正常藻体を発生させるに成功した。
更に種内，種間，属間のプロトプラスト融合を行ない，これらの融合体にセルローズの表面膜が形成
されることを石雀言忍した。
以上大岩君の研究は糸状接合藻の細胞生理学的諸特性について重要な諸事実を明らかにしたばかり
でなく，プロトプラストに関する実験成果は今後の研究に新しい指針を与えるものと考える。よって
本論文は理学博士の学位論文として充分価値あるものと認める。
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